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鬼はそとー、福はうち― 
生徒会執行部企画 

  

 

 本日２日（金）、生徒会執行部企画による節分豆まき大会が開催されま 

した。豆まきは本来、悪いもの（鬼）を追い払い、良いもの（福）を呼び 

込むために行うものです。今年は、生徒会役員のアイディアにより、各教 

室に番号をふった豆の袋をまき、一人一つ拾い、全員に渡される参加賞の 

他に当選番号を引いた生徒はさらに景品がもらえる、というお楽しみ企画 

でした。今年の強運を引き当てたのは誰でしょうか？ 
さて、生徒の皆さん、そして学級にはどんな「鬼」がいるでしょうか。 

「なまけ鬼」、「うるさい鬼」、「自信がない鬼」、「勉強やりたくない鬼」…。 

自分にある「鬼」を吹き飛ばしたいものです。明日はご家庭で、『おにはー 

そとー』『ふくはーうちー』と叫び、福を招き入れましょう！ 

自立・貢献・挑戦 



 

          

 

５日（月） 朝の会、生徒会総会議案書審議    

６日（火） 県立高校前期選抜出願（～8日） 

８日（木） 部活動中止（14日まで）、ボランティア活動（２年） 

１２日（月） 振替休日（建国記念日） 

１３日（火） 学年末テスト（14日まで １・２年）、学力検査（３年）、職員会議 

１５日（木） 小学６年生体験授業 

１６日（金） 第２回生徒会総会             ２３日（金） 天皇誕生日 

１９日（月） 学力検査（１・２年）           ２６日（月） 朝の会 

２２日（木） 卒業式練習、学年末保護者会（３年）    ２９日（木） 卒業式予行 

 

 

 

今週の、私とある生徒２人の会話。 

 

 

 

 

『なるほど。「うるう年」のことをよく知らないんだな。』ということで、「うるう年」の秘密を少

し紹介します（インターネット調べ）。 

今年、2024 年は「うるう年」です。うるう年といえば、「２月２９日がある年」「４年に１

度」と認識している方が多いと思います。なぜうるう年があるのでしょうか。 

うるう年でない通常の年は、「平年（へいねん）」と呼ばれます。平年の年間日数「365 日」

は、地球が太陽の周りを１周する公転周期にあたります。しかし、地球の公転周期は正確に

は 365.24219 日であり、毎年約６時間（0.25 日）のずれが生じることになります。 

このずれを修正するのが、「うるう年」です。うるう年を設けることで、１年あたり約６

時間のずれを、４年でまとめて１日分（＝24 時間）にして調整しているのです。うるう年は

通常４年に１度、４の倍数年に訪れます（「夏のオリンピックの年」と覚えている方も多い

かもしれません）。 

ただ、実は一部例外があることをご存じですか？先ほどのルールだと、反対に「時間を足

しすぎてしまう」ことになり、40 年で約７時間 20 分のずれが生じてしまうのだそうです。

この「足しすぎ」を調整するため、「うるう年を 400 年間で 97 回」とし、以下のルールを設

けました。 

① 西暦年号が４で割り切れる年をうるう年とする。 

② ①の例外として、西暦年号が 100 で割り切れて 400 で割り切れない年は平年とする。

つまり、直近で例外となるのは、２１００年。７６年後。 

 

２月の主な行事 

「うるう年」の秘密 

私 ：「今年はうるう年だから、２月は２９日まであるね。」 

生徒Ａ：「そうなんですね。『うるうどし』ってどう漢字を書くんですか…？」 

生徒Ｂ：「『うるうどし』って何ですか…？」 


